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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

水道管修繕工事の様子（荒沢口地区）

一般質問

問

答

水 道 料 金 値 上 げ は

料 金 毎 年 100 万 円 の 減 収

一般質問

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

農業振興の国県との連携について

資材価格等高騰対策事業で支援

　
　
　
農
業
経
営
安
定
た
め
の

町
と
国
及
び
県
と
の
連
携
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
原
油
価
格
上
昇
、
輸
入

穀
物
の
価
格
高
騰
、
生
産
資
材

の
価
格
高
騰
な
ど
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状

況
の
中
、町
で
は
対
策
と
し
て
、

３
年
と
４
年
に
肥
料
費
、
飼
料

費
、
光
熱
費
の
差
額
上
昇
分
に

対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
畜
産

生
産
資
材
価
格
高
騰
対
策
事
業

を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
的
な
対
策
と
し

て
は
、
自
給
飼
料
生
産
性
の
さ

ら
な
る
向
上
に
よ
る
経
営
基
盤

の
強
化
と
安
定
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、
草
地
更
新
支
援
事

業
を
２
年
度
か
ら
実
施
し
、
５

年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
支
援
内

容
を
拡
充
し
て
い
る
。

　
国
、
県
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
化
学
肥
料
の
２
割
低
減
の

取
り
組
み
と
し
て
県
、
町
農
業

再
生
協
議
会
、
農
協
を
通
じ
て

農
業
者
へ
支
援
金
が
交
付
さ
れ

議
員

町
長

　
　
　
来
年
１
月
か
ら
水
道
料

金
を
引
き
上
げ
た
い
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
理

由
は
。

　
　
　
町
の
人
口
減
少
に
伴
い

水
需
要
が
減
少
し
、
料
金
収
入

が
年
間
１
０
０
万
円
程
度
の
減

収
実
態
に
あ
る
。

　
一
方
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
な
給
水
を
図
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
や
災
害
に

備
え
た
改
修
が
必
要
で
、
今
後

施
設
整
備
に
係
る
経
費
が
増
加

す
る
。

　
水
道
事
業
は
、
水
道
料
金
で

必
要
経
費
を
賄
う
と
い
う
「
独

立
採
算
制
」
が
原
則
で
、
今
後

見
込
ま
れ
る
費
用
の
増
加
分
は
、

水
道
料
金
に
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

　
ま
た
、
運
転
資
金
と
な
る
預

金
残
高
の
最
低
限
度
確
保
す
べ

き
基
準
額
１
億
円
を
下
回
る
見

込
み
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

水
道
料
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

と
な
る
。

議
員

町
長

　
　
　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
中
、
酪
農
に
関
わ
る

設
備
更
新
の
課
題
が
あ
る
が
、

設
備
投
資
関
係
の
考
え
方
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
内
で
の
施
設
老
朽
化
が
著

し
い
農
家
は
多
く
、
新
設
備
導

入
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る

議
員

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
を
来
年
度
課
税
分
か
ら
改
正

し
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
平
成
30
年
度
か
ら
国
保

の
財
政
運
営
の
主
体
は
、
県
に

移
行
し
た
。
町
の
国
保
財
政
基

盤
が
弱
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
赤

字
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
き

た
経
緯
が
あ
る
が
、
こ
の
繰
入

金
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

議
員

町
長

　
　
　
国
保
被
保
険
者
の
中
に

は
、
低
所
得
階
層
も
多
く
、
事

前
に
理
解
と
周
知
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
　
７
年
度
課
税
分
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
12
月
定
例
会
議

で
条
例
等
改
正
の
上
、
手
順
を

進
め
た
い
。

　
町
民
の
皆
様
に
国
の
制
度
改

革
、
県
の
国
保
運
営
方
針
、
町

の
国
保
会
計
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
税
率
改
正
の
必
要
性
等
を

説
明
し
た
い
。
併
せ
て
詳
細
な

税
率
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

を
提
示
し
た
い
。

議
員

町
長

農
業
振
興
に
係
る

国
・
県
と
の
連
携
は

水
道
料
金
値
上
げ
改
定

水
道
料
金
の
軽
減
対
策

酪
農
家
の
施
設
整
備

の
支
援
は

国
保
税
の
税
率
改
正
に

伴
う
増
税
に
つ
い
て

国
保
税
引
き
上
げ
に

伴
う
町
民
へ
の
周
知
は

た
。

　
ま
た
、
町
産
業
振
興
協
議
会

畜
産
専
門
部
会
が
八
幡
平
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、「
北
緯
40
度
・
畜
産
技

術
情
報
」
を
毎
月
発
行
し
、
飼

養
管
理
技
術
や
牧
草
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
効
率
的
な
生
産
な
ど

の
情
報
を
町
内
の
全
畜
産
農
家

へ
提
供
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
県
で
は
酪
農
経
営

体
を
対
象
と
し
た
経
営
改
善
支

援
活
動
と
し
て
、
全
戸
巡
回
訪

問
を
行
う
な
ど
、
酪
農
家
の
現

状
に
つ
い
て
町
と
の
情
報
共
有

に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
町
内
農
家
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
国
、
県
の
対
策

や
事
業
を
活
用
し
、
効
率
的
な

支
援
を
行
い
た
い
。

　
ま
た
、新
た
な
ニ
ー
ズ
を
国
、

県
に
し
っ
か
り
と
現
状
と
要
望

を
伝
え
、
農
家
の
安
定
経
営
に

向
け
支
援
し
た
い
。

た
め
、
既
存
設
備
を
修
繕
し
な

が
ら
稼
働
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
と
把
握
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

労
働
力
の
負
担
軽
減
、
省
力
化

に
資
す
る
機
器
装
置
等
の
導
入

へ
の
補
助
事
業
で
あ
る
、
畜
産

労
働
力
負
担
軽
減
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
６
年
度
か
ら

は
、
補
助
交
付
内
容
を
拡
充
し
、

本
議
会
へ
予
算
計
上
し
た
。

新設備が導入された牛舎（辰鼻地区）

　
　
　
一
人
暮
ら
し
高
齢
世
帯

等
の
水
道
料
金
軽
減
策
の
考
え

は
。

　
　
　
一
人
暮
ら
し
高
齢
世
帯

等
の
使
用
水
量
は
、
基
本
水
量

を
下
回
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

か
ら
、
基
本
水
量
や
基
本
料
金

を
引
き
下
げ
る
負
担
軽
減
を
検

討
し
た
い
。

議
員

町
長

　
国
保
財
政
調
整
基
金
も
、
６

年
度
末
で
ゼ
ロ
と
な
り
、
構
造

的
な
財
源
不
足
を
解
消
し
、
国

保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　
併
せ
て
法
改
正
に
伴
い
、
県

内
全
市
町
村
が
統
一
し
た
税
率

算
定
と
な
る
よ
う
所
得
割
、
均

等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
化
と

な
り
、
現
行
の
資
産
割
は
無
く

な
る
予
定
。


